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臨済宗妙心寺派

大廣山 圓福寺

―――落慶法要と会計報告
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再建
御礼

檀信徒の皆様はじめ、ご縁のある皆々様におかれまし
ては、ますますご清福のこととお喜び申し上げます。

皆様には、平成27年3月の火災以来、ご心配ご迷惑ご不
便をおかけいたし、また再建にあたっては多大なるご寄
付をたまわり、心より深謝申し上げます。

昨年2月の落慶法要から早一年が過ぎ、決算のご報告を
する時期ではございますが、分割でご寄付をされている
方がいらっしゃるので、決算はまだ先と考えておりまし
たが、過日の役員会にて、令和2年3月末を以て再建の特
別会計を締めて、伽藍再建事業を円成させることと相成
りました。

つきましては、落慶法要のご報告には遅きに失し、伽
藍再建事業の決算は繰り上げという形になりますが、こ
こに伽藍再建のご報告とさせていただきます。

突然の火災から4年弱で落慶法要までこぎつけることが
できたことに、落慶法要にご出頭の和尚様方から驚きの
声をたくさんいただきましたが、ひとえに檀信徒の皆さ
まはじめ、役員の方々、そして工事にあたって下さった
菅野企画設計様、松浦建設様のお蔭でございます。

再建工事の間に、愚僧も馬齢を重ねて還暦を越えてし
まいました。先日、京都で修行5年目を迎える長男が2泊3
日の休みをもらって帰山しましたので、まだ帰って来な
いのかと聞くと、あと最低でも3年は修行を続けると言い
ます。愚僧にとっては、あと最低3年は住職として、本尊
様、歴代の和尚様、檀信徒の皆さまに対しての報恩の行
に務めなければならないことになります。さらに気を引
き締めてまいりたいと存じておりますので、なにとぞ、
旧にも増してのご鞭撻をお願いして、ご挨拶のことばと
させていただきます。

令和2年4月吉祥日

大廣山圓福寺 住職 宮田 宗格 合掌
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再建まで
ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ

再建までの様子を掲載した圓福寺ホームページ上の「現場だより」を編集
しなおしてご紹介いたします。

1.見納めの木蓮
平成29 年 03月 18日

境内の木蓮がきれいです。
伽藍再建にあたり、ぼちぼちと境内の庭木を

移植しているのですが、この木蓮は移植するた
めの「鉢」が作れないので、移植はかないませ
ん。

よって、やむなく伐採しなければなりません。
せめて、最後の花を見せてもらってからと思い、
開花を待っていたのですが、お彼岸に合わせる
ように咲いてくれました。花が終わったら、彼
岸に送ってあげたいと思います。

2.「建築計画のお知らせ」標識設置
平成29 年 04月 12日

駐車場の塀に、「建築計画のお知らせ」という標識
を掲示し、近隣・通行の人に再建工事をはじめること
を周知します。
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3.木蓮とタイサンボクの脱霊
平成29 年 04月 20日

木蓮の見納めの花が終わったので、いよ
いよ伐採しました。あわせて、タイサンボ
クも倒しました。

チェーンソーでやればバリバリ、どっ
すーんとあっという間ですが、それでは今
まで庭を彩ってきた木々たちに申し訳ない
と思い、のこぎりを使っての手作業で切っ
てやることにしました。のこぎり一挽一挽
に気持ちを込めて、木々の脱霊といった感
じです。

毎年春を感じさせてくれた木蓮、先住職
が隠居さんに、「狭い庭に、大木になるタ
イサンボクなんか植えるな。」と言われて
も植えたタイサンボク、長い間お疲れ様で
した。

タイサンボクの切り口は60㎝ちかくある
でしょうか。切り落とした枝先は、軽トラ
の荷台にギューギューにしてちょうど一杯
ありました。

4.見積書出そろう
平成29 年 06月 02日

再建工事の見積書が出揃いました。
現場説明のあと、一社が見積もりを
辞退しましたので、計三社から見積
もりをいただきました。各社とも分
厚い見積書です。役員会で開封し、
その後、菅野企画設計さんに精査し
ていただき、６月１３日の役員会で
施工業者さん決定の予定です。
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5.地鎮祭をしました。
平成29 年 06月 30日

曇り空から時折ポツリポツリと雨が落ちてく
る天気でしたが、梅雨真っ最中にしては好天と
言える中、午前10時から伽藍再建工事の地鎮祭
を執り行いました。

前日に、建物の外周となるところにロープを
張っていただき、本堂中央、本尊様を安置する
場所にテントを張り、紅白の幕を巡らせてもら
いました。張ったロープのおかげで、およその
建物の大きさや位置関係がわかり、いよいよ工
事が始まるんだなという実感がわきました。

地鎮祭に先立ち、船蔵尚一さんご夫妻による
「獅子舞」の奉納をしていただきました。獅子
舞の奉納に続いて、幼稚園児代表の子による献
灯献花、そして住職の焼香三拝。お塩やお酒を
まいて、読経。

読経中に参列の皆さんのお焼香。地鎮回向の
あと、地鎮の儀として、

〇刈初の儀（鎌を使って敷地の草を刈りはら
う）を、圓福寺役員代表で福田和夫さん

〇穿初の儀（鍬を使って土を掘り起こす）を、
菅野企画設計社長の菅野良司さん

〇穿初の儀（鋤で地面をならす）を、松浦建
設社長の松浦弥さん
がそれぞれ掛け声とともにしてくださいました。

地鎮の儀が終わって、住職のあいさつをさせ
ていただき、無事式を終えることができました。

参列してくださった檀信徒のみなさまには、
ご参集いただきありがとうございました。

6.本山見舞金を拝受
平成29 年 07月 04日

本山から宗務総長さんがわざわざお見えにな
り、妙心寺派の見舞金を頂戴いたしました。

圓福寺の役員一同が同席のもと、見舞金目録
を拝見させていただきました。本来なら、本尊
様の真前にお供えをして三拝するところですが、
本尊様はじめ何もありませんので、失礼ながら
省略させていただきました。

この見舞金は、全国の妙心寺派寺院からの互
助見舞金をまとめてくださったものです。
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7.空飛ぶ巨石
平成29 年 07月 21日

庭の巨石を移しました。以前、参
道右側、駐車場の土留めのように
なっていた巨石と、本堂前に鎮座し
ていた巨石を、本堂予定地の西側、
墓地への参道の左側に動かしました。

活字にすればこれだけですが、巨
石というだけあって、両方とも10.5
トンもあり、35ｔの巨大クレーンで
吊り上げての大仕事でした。これに
は木村グリーンガーデナーさんだけ
でなく、石工の中島市郎氏も応援に
駆け付けてくれました。中島さんは、

圓福寺の涅槃精舎の巨大涅槃像の据
え付けにも携わっていて、小さな石
から大きな石まで扱える石のプロで
すから・・・。

夕方には作業を終えることができ
ました。お疲れさまでした。

本堂予定地西側に据え付けられた
巨石を、幼稚園側からみると、急に
岩山が出現したように見えました。
本堂から見下ろした時や墓地に行く
ときにどんな感じの庭に仕上げてく
れるのか、木村さんの腕の見せ所。
今から楽しみです。
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8.現場事務所の設置
平成29 年 07月 22日

今日は、ユニック車が３台、
駐車場に並んで、現場事務所設
置の作業です。

慣れているとはいえ、手際の
良さに感心しながら、大師堂で
のご法事を終えました。

明日は、25回目を迎える、圓
福寺寺子屋「禅童会」を市原別
院で行います。宿泊できないの
で1日だけの日程です。来年、も
う一回だけ日帰りの禅童会で、
再来年からはふたたび一泊二日
の日程にもどれると思います。
やっぱり、坐禅の時間も少ない
ですし、食事の回数も一回だけ
では子どもたちが感じることに
も限界がありますからねえ。そ
れと、大部屋での雑魚寝なんて、
なかなか経験できることでもあ
りませんし・・・。

9.庭・駐車場の解体が始まりました。
平成29 年 07月 29日

今日から、庫裏の前庭や駐車場の塀など
の解体が始まりました。

２台の重機で、解体というか、片付けと
いった方がいいでしょうか。それぞれ役割
分担ができていて、あうんの呼吸で手際よ
く片付けられていきます。

以前、テレビで住まいの片付けの極意を
聞いたことであります。それぞれのものに、
置き場所というか住所を決めるのだそうで
す。ものを使ったらすぐに元の住所に戻し
てやることを習慣化すると、家の中はちら
からないと言っていました。

解体工事の様子を見ていると、木の根や
枝、ブロック片や石、鉄などの金物類、塩
ビパイプなど、それぞれ場所を決めて分別
しています。そんな作業の様子を見て、整
理術の極意を思い出しました。



10ページ

10.看板をおろす
平成29 年 08月 04日

駐車場の道路わきに立
てていた、圓福寺の看板
を下ろしました。

「看板をおろす。」な
んて聞こえはよくありま
せんが、伽藍再建工事で、
この場所に山門が建てら
れることになっています。
看板がなくなっても、山
門という新たなランド
マークができれば、ここ
にお寺があることは気づ
いてもらえると思います。
また、中央に立っている
門柱を再利用して、「寺
号石」として山門のわき
に立てたらどうかと思っ
ています。

11. 「没蹤跡」（もっしょうせき）
解体工事・整地作業が終わりました。

平成29 年 07月 29日

庫裏前庭の片付け、池の沈殿槽や
循環槽の解体撤去、庫裏への敷石、
本堂への参道、墓地への参道の片付
け、駐車場塀やブロック塀、ブロッ
ク土留めなどの解体、以上の仕事が
終わり、整地作業も完了して、何も
なくなりました。

本堂や庫裏へ行く石畳は、原石の
切れ端を拾ってきて、自ら敷いたも
のでした。その後、檀家の有志の人
たちと酸素バーナーで焼いて、濡れ
ても滑らないように手を加えました。
そんな石も廃棄物となってしまいま
した。また、墓地への参道の敷石も、
墓石の台座や石材店の廃棄物を集め
て、自ら作りました。それも、重機
の手にかかったら一瞬で片付けられ
てしまいます。

禅に、「没蹤跡」（もっしょうせ
き）という言葉があります。とかく、
人は、「俺があれをやった。」「俺
が面倒を見てやった。」などと言い
たがり、自分の功績などを認めても
らいたいとかひけらかしたいとかい
う思いを抱きがちですが、そんなも
のにとらわれるなというので、「没
蹤跡」、痕跡を残すなと戒めていま
す。厳しい修行の後に得られるお悟
りさえも、悟後の修行でその臭みを
消してしまえと言っています。

二台の重機が、蹤跡を消し去って
くれて、「本来無一物」にしてくれ
たということでしょうか。
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12.杭打ちがはじまりました。
平成29 年 08月 19日

工事現場に、重機が３台入って、いよい
よ杭打ちがはじまりそうです。

現場でコンクリートを練る機械でしょう
か、高さ5メートルもありそうな円筒の機械
や、コンクリートでできた杭が何本も運び
込まれました。

一番大きな重機は、地中に杭を打ち込む
ものだと思います。

幼稚園の園舎を建てるときには、地盤が
よかったので杭打ちをせずに済んだのです
が、お寺の方の地盤調査をしたら、杭を打
たなければならず、こんな大きな重機の出
番となりました。園舎とわずかしか離れて
いないのに、地盤は調べてみないとわから
ないものなんですね。とはいえ、これで盤
石な基礎ができることは間違いありません。

13.基礎工事がはじまっています。
平成29 年 09月 13日

お彼岸前ですが、掘り残しの「ヒ
ガンバナ」が満開です。

年によって、今年の「ヒガンバ
ナ」は遅いとか、お彼岸に間に合う
だろうかと心配することもありまし
たが、今年は解体・杭打ち・基礎工
事と、重機が入って震動が多かった
ので「ヒガンバナ」も早めに咲いた
のかもしれません。

工事の方は、杭打ちが終わって、
周囲のブロック塀の解体も終わり、
いよいよ基礎工事がはじまりました。
敷地いっぱいに建物が建つために、
基礎工事で掘った土を片付け片付け
の作業のようです。
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14.遺跡発掘現場？
平成29 年 09月 18日

建物の基礎部分の根伐りがは
じまりました。

基礎のコンクリートを作るた
めの、溝やら穴やらを掘ってい
るようです。

現場事務所の二階から撮影す
ると、遺跡の発掘現場のようで
す。

台風18号がやってくる前に、
捨てコンも打つことができて
ほっと一安心でした。

15.基礎の鉄筋工事
平成29 年 10月 26日

雨続きの現場も、
今日は久しぶりの好
天で、作業もはか
どっているようです。

太さ・長さ・形状
などが異なる鉄筋を
図面通りに配筋する
のは、見ていると
「知恵の輪」のよう
です。

よくも間違えずに
できるものだと、感
心させられます。
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16.基礎の型枠工事
平成29 年 11月 10日

書院・庫裏部分の
型枠工事をしていま
す。生コンを流し込
んだ時に、生コンが
漏れないように、ま
た、型枠が膨らまな
いように鉄パイプで
型枠を固定していき
ます。

17.基礎の生コン打設
平成29 年 11月 14日

型枠工事が済んだ書院・庫裏部分から、
基礎の生コンが流し込まれています。
奥行きがあるため、コンクリートポン

プのホースも目いっぱい伸ばされていま
す。
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18.基礎完成
平成29 年 12月 12日

本堂部分の生コン打設も
終わり、型枠がすべて取り
払われました。

これで、基礎工事が無事
終わりました。

この頑丈な基礎の上に、
鉄骨が建ち始めるのは1月20
日以降の予定です。

これまではどちらかとい
うと平面の工事だったので
すが、鉄骨が建ち始めると、
いよいよ立体的な工事とな
り、建物のボリュームが一
気に増すことと思います。

19.鉄骨・木材の検査
平成30 年 01月 18日

建物に使われる鉄骨と木材の検査
に立ち会いました。

鉄骨は、松浦建設さんの地元、石
川県能美郡川北町の「竹内鉄工」さ
ん。木材は、当然「松浦建設」さん。
ということで、生まれて初めて北陸
新幹線に乗って金沢に行き、乗り換
えて小松まで行きました。

数日前にニュースをにぎわせてい
た北陸の豪雪がしっかりと残ってい
る中、鉄工所の中は圓福寺で使われ
る鉄骨だらけです。これでも、書院

・庫裏部分の鉄骨だけですとの説明
に、建物のボリュームが現実味を帯
びてきました。

検査のほうは、竹内鉄工さんの社
内検査報告と、第三者の検査機関
「北陸検査」さんの検査報告、それ
から、実物を確認・・・、と言って
も、菅野企画設計の設計士、東松さ
んが念入りに検品してくれましたの
で、私は鉄材のにおいと溶接の光と
音を浴びていただけですが・・・。
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19.鉄骨・木材の検査（つづき）
平成30 年 01月 18日

昼食をはさんで、午後からは木材
の検査です。

松浦建設さんの「倉庫」と言われ
る、長さ130メートルの巨大な材木置
き場にとにかく圧倒されました。金
沢城の修復に使われるケヤキの巨木
をはじめ、国産ヒノキ、米ヒと呼ば
れるアメリカのヒバなど、寺社建築
に使われる木材が日本はもとより世
界から仕入れられているようでした。
「この材料を使い切るのには、100年
以上はかかるでしょうね。」と笑い
ながら言う、松浦社長でした。

そんな巨木だらけの中に、「圓福
寺様」と書かれた立札が用意され、
柱に使うヒノキが魚市場に並べられ
たマグロのように並べられていまし
た。確か、圓福寺の建物は鉄骨だっ
たのでは・・・、という方には不思
議かもしれませんが、構造は鉄骨で
すが、それ以外は木材を多用する設
計になっていますと、菅野企画設計
の菅野さんが言っていました。とい
うわけで、柱材も結構な本数がある
のです。とはいえ、松浦建設さんの
倉庫の中では、ほんのちょっとと言
わざるを得ません。そのほんの少し
を検査するために、巨木を動かした
りしてその場所を用意するだけでも
面倒だったんだろうと想像に難くあ
りません。お手数をおかけいたしま
した。

木材の検品も、設計士の東松さん
が、節がどこにあるか、どの材をど
こに使うかなど入念に確認してくれ
ました。

倉庫以外にも、加工センター・作
業場に分散している木材を見せてい
ただきました。作業場とはいえ、学
校の体育館ほどの建物が5～6棟もあ
り、スケールの大きさに驚かされま
した。

作業場では、圓福寺の現場を任さ
れた棟梁の和田さんにもお会いする
ことができました。鉄骨づくりでは
もったいないぐらいのいい材が入っ
ています、との言葉に気をよくさせ
てもらいました。また、破風板をと
る幅1メートル以上ある板材も見せて
いただき、これを切るのはもったい
ない・・・木のいのちを使うってい
うのはこういうことかと実感させら
れました。

鉄骨・木材の検査に素人がお邪魔
してはどうかと思いましたが、お邪
魔させていただき、出来上がる建物
に対する気持ちをさらに奥深いもの
にさせていただき、大変有意義な時
間となりました。

菅野企画設計の東松さん、松浦建
設の会長さん・社長さんはじめ社員
のみなさん、竹内鉄工のみなさん、
ありがとうございました。
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20.鉄骨建て方の予定
平成30 年 01月 20日

鉄骨検査の時にいただいた予定表から、これからの建て方日程をお知らせい
たします。

1月22日（月） 書院・庫裏の建て方開始

1月29日（月） 書院・庫裏の鉄骨建て方完了

1月30日（火）31日（水） ボルトの本締め完了

2月12日（月） 本堂部分の鉄骨建て方開始

2月24日（土） 本堂部分のボルトの本締め完了

（2月23日～25日 3巡目第4回四国あるき遍路の旅）

3月13日（火） 上棟式

となっております。

21.書院・庫裡部分の鉄骨が建ちはじめました。
平成30 年 01月 22日

寒空の中、書院・庫裏部分の鉄骨
が建ちはじめました。午後からは、
天気予報通り、雪が降ってくる中で
したが、予定の作業が無事おわった
ようです。

途中、幼稚園の子どもたちも見学
に訪れ、レッカーのオペレーターさ
んに「ガンバッテーッ！」と、声を
かけていました。働くクルマをこん
なに身近で見ることもないでしょう
から、男の子たちは少し興奮気味で
した。
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22.書院・庫裡の鉄骨工事（その2）
平成30 年 01月 27日

石川県から豪雪の山を越えてやってきた大
型トラックから、鉄骨が降ろされて、次から
次に建てられていきます。

書院・庫裏の姿が、みるみるあらわれてく
るという感じです。

あそこが庫裏の玄関になるんだな、骨組み
だけだと書院は結構広そうだな、書院・庫裏
は高さがあるな、とか見ているとよくわかり
ます。

23.本堂の鉄骨工事
平成30 年 02月 19日

書院・庫裏の鉄骨
工事が終わり、いよ
いよ本堂部分の鉄骨
工事です。

柱をはじめ、壁面
の部材、屋根の部材
などがトラックから
降ろされたところを
見ると、まるで鉄工
所のようです。こん
なにたくさんの鉄材
が、すべて収まるの
かと思うと、さぞか
し地震には強いだろ
うと思います。
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23.本堂の鉄骨工事（つづき）
平成30 年 02月 19日

柱を立てる前に、細かい部材は、
ある程度平らな所で組み立ておき、
柱が建ったらどんどん据え付けてい
きます。

据え付ける鳶さんたちとレッカー
のオペレーターさんの息が、よくも
まあぴたりと合うものだと感心して
いたら、無線で連絡を取り合ってい
るのだそうです。なるほど・・・。

鉄骨は、石川県から雪山を超えて
はるばる千葉までやってくるのです
が、鉄骨をくみ上げている鳶さんた
ちも石川県からやってきているそう
です。この時期、石川県での仕事な
ら雪に濡れないように合羽を着ての
作業ですが、千葉は天気もいいし、
仕事がやりやすいそうです。それも
あって、今週中には本堂部分の鉄骨
工事も終わる予定のようです。

それにしても、本堂の柱の高さに
は驚かされます。以前の本堂が道路
より低い場所に建っていたのに比べ、
現在立てている本堂は道路と同じ高
さから立ち上げているため、以前本
堂が建っていた地面の高さから見る
と、高さはさらにあるように見えて
しまいます。この背高のっぽの鉄骨
から、バランスの良いどっしりとし
た本堂が出来上がるのが不思議なよ
うな気がします。
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24.本堂の鉄骨が建ちあがりました。
平成30 年 02月 21日

つい先日、本堂の鉄骨工事が始
まったと思ったら、もう屋根部分の
鉄骨が組みあがります。

本堂部分の一番高い、棟の部分の
鉄骨が据え付けられましたから、木
造建築でいえば今日が上棟、棟上げ
と言えるかもしれません。でも、
レッカーがいたり、鉄の部材が所狭
しと置かれている状態では、餅まき

25.軒先瓦の意匠が決まりました。
平成30 年 03月 09日

本堂や書院の軒先の瓦をデザイン
しました。

「大廣山」という山号にしようか、
そのものずばり「圓福寺」にしよう
か思案しましたが、檀信徒の方々に
なじみのある、〇の中に「福」を配
したものにすることにしました。と
はいえ、そのまま漢字の福では落雁
の型みたいになるので、パッと見て
すぐに「福」と気づかないようなも
のがいいと思い、右の絵のようなデ
ザインにしました。

これが軒先に並んで、まるい福が
たくさん転がり込んで・・・、なん
て縁起がいいではありませんか。

できます。設計士さんは、計算はお
手の物だとはいえ、お寺の屋根のこ
う配や反りを綿密に図面に起こすの
は、やはり寺社建築の経験が豊富
じゃないと難しいのだと思います。
そして、それを図面通りに加工でき
る鉄骨屋さんの技術が卓越している
のだろうと思います。

レッカーを使っての鉄骨工事は、
これで一段落になるかと思います。

などの上棟の儀式
はできませんので、
この後周辺を整理
して、3月13日に
上棟式を執り行う
予定です。

鉄骨造りの本堂
は、屋根のこう配
などを考慮して、
鉄骨を組んだ時点
ですでに屋根の反
りや軒の出具合な
どがある程度想像

掃除を大切にする禅宗ですから、
毎日毎日、雑巾であちら福福（ふく
ふ く ） 、 こ ち ら 福 福 （ ふ く ふ
く）・・・、雑巾がけまで縁起が良
くなります。
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26.屋根工事が進んでいます。
平成30 年 05月 01日

本堂の屋根工事が進んでいます。
二重の化粧垂木がきれいに並んで

います。
工事現場を見た人が、一様に「大

きい本堂になりましたね。」とおっ
しゃいますが、本堂の間取り自体は
以前の本堂とあまり変わっていない
ので、大きく見えるのは、二重の化
粧垂木の施した立派な屋根のせいだ
と思います。

また、以前は、道路から下がった
ところに本堂が建っていましたが、
基礎を道路の高さに合わせるために
高くしたので、より大きく感じるの
かもしれません。
本堂妻の破風板も立派です。
これだけ見ると、鉄骨造りの本堂

には見えません。
軒先の曲線といい、破風板の曲線

といい、宮大工さんの技が感じられ
ます。

これからはじまる瓦工事も楽しみ
です。

27.本堂の瓦葺きがはじまりました。
平成30 年 06月 08日

屋根工事もいよいよ本
堂の屋根にとりかかって、
正面の屋根にも本葺き瓦
が並べられてきました。
まだ少しですが、本堂の
風格が増していくようで
す。
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28.高野マキを製材しました。
平成30 年 06月 06日

かつて、「高野山千葉別院」だっ
た名残の高野槇が本堂前に立ってい
ましたが、火災の折に、枯れていく
のも忍びないと思い、伐採して市原
別院で乾燥させておりました。

伽藍再建工事にあたり、本堂の欄
間にでも使えたら、枯れそうになっ
た高野槇も生かされるのではないか
と、製材所を探して製材することに
しました。

石屋さんからお借りしたトラック
に積んで、市原の高滝湖近くの製材
所に搬入したところ、わざわざ千葉
市から来たの？と驚かれ、また取り
に来るんじゃ大変だろうからと、す
ぐに挽いてあげると、ありがたいお
言葉。

いったんバンドソーを機械からは
ずして、「目立て」をするようです。
とはいえ、手作業ではなく、一度
セットしたら後は機械が自動でやる
ので、その間に、どんな木取りにす
るか、太い木をフォークリフトを器
用に使って360度まわして、切る面を
決めます。

目立てが終わったバンドソーを
セットして、いよいよ製材になりま
す。

ブーンと大型の電動のこぎりが動
き始め、台車に乗せた槇の木がスラ
イドしていくと、チ～ンという音が
して丸太がスライスされていきます。
厚さ7分、21mmにお願いしたので、た
ぶん既に厚さはセットされているの
だと思います。何回か台車をスライ
ドすると、次第に巾のある板材が出
来上がっていきます。

丸太の中の腐りがどこにどこまで
入っているかは、挽いてみないとプ
ロでもわかりません。

スライスされるたびに、どきどき
ひやひや、期待と不安が入り混じり
ます。まるで、昔の出産シーンのよ
うに、男の子だろうか女の子だろう
かとどきどきするのに似ています。
無事出産となったら、誰に似ている
だろうか、女の子だったらかわいい
だろうかと欲が出るのと同じで、板
材になったらなったで、きれいな木
目が出ているだろうか、節はないだ
ろうかと目を皿のようにして見せて
いただきました。

無事、十数枚の板が取れて、電動
のこぎりのスイッチが切られ、もと
の静寂に戻りました。静かになった
ら、製材したての木の香りがあふれ
ていることに気づきました。
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29.本堂の柱が建ちはじめました。
平成30 年 06月 18日

鉄骨の柱だけでがらんどうだった本堂に、いよいよヒノキの柱が
建ち始めました。
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30.床下地も完成間近
平成30 年 06月 27日

本堂の柱が建てられたと思ったら、
もう床の下地が張られています。

【上の写真】本堂の西側隅から内
陣方向を撮影したものです。

本堂西側の一間廊下がよくわかり
ます。この廊下の窓に、幅一間半の
「火頭窓」が取り付けられます。

【下の写真】庫裏の玄関ホールか
ら内陣方向を撮影したものです。

中庭に面した中廊下が見えます。
内陣脇間の天窓から光が差し込んで
いるのも、よく見るとわかります。

左に目を転ずると、三間の広縁が
あるのですが、資材置き場と作業場
になっているため、写真を撮っても
三間の広さがわからないので撮影し
ませんでした。ちなみに何の作業を
していたかというと、大工さんが太
い柱のカンナ掛けをしていました。
今日は風が強かったので、透き通る
ぐらい薄いかんなくずが現場を舞っ
ていました。最近では、薄いかんな
くずを見る建築現場は珍しいと思う
ので、さすが寺社建築の現場だなあ
と妙に感心しました。

高野マキはどこに？

6月8日が現場打ち合わせだった
ので、さっそく設計士さんに板に
なった高野槇を見てもらい、本堂
の欄間に使っていただくことにな
り、松浦建設さんに使えそうなと
ころを5枚ほど引き渡しました。
かわいい子が旅に出るような気持
ちになりました。きっと立派な欄
間になって、本堂に帰ってくるこ
とだろうと思います。どうぞ、お
楽しみに・・・。
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31.正面の足場を解体しました。
平成30 年 07月 19日

「現場だより」というチラシ風なものを作ってみました。最初からこんな感
じで作ったものをホームページに張り付ければよかったのに、今ごろ気づくな
んて・・・。ちなみに、今まではホームページ上で直接入力して更新していた
のですが、編集にかぎりがあったのを我慢して使っていましたが、これからは
ほかのソフトで作成した「現場だより」をJPEGファイルにして張り付けること
にしようと思います。

屋根工事もいよいよ本
堂の屋根にとりかかって、
正面の屋根にも本葺き瓦
が並べられてきました。
まだ少しですが、本堂の
風格が増していくようで
す。
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32.熱暑日の中、外構工事がはじまりました。
平成30 年 08月 05日

内部の工事と並行して、外構工事
がはじまりました。
本堂前の擁壁を作っていきます。
本堂や書院・庫裏を前面の道路の

高さに合わせたので、以前の境内の
地面と段差が生じるのですが、この
高低差を利用して、本堂の前、一段
下がったところを駐車スペースにす
るために擁壁を設けるのです。

この駐車スペースに車を止めれば、
お墓までバリアフリーで行くことが
でき、足が悪い人も安全にお墓詣り
することができます。また、擁壁の
仕上げには、御影石を張って、石垣
の上に建物が建っているように見え
るという意匠的な効果も期待できそ
うです。

それにしても暑い日々が続いてい
ます。そんな中、外構工事の職人さ
んががんばってくれています。最高
気温が35℃を越すと猛暑日といいま
すが、最近は４０℃を越すところも
出てきて、それを表す言葉が必要だ
なんていう議論も出ています。大汗
をかいて仕事をしている職人さんを
見て、「熱暑日」なんてどうかと思
いました。

ホームページ掲載の「現場だより」以上です。

これ以後の様子は、「再建だより」や「寺
報」への掲載となりました。工事完成まで継続
できればよかったのですが、建物ができたら内
部のしつらいや掃除は自分でやらなければなり
ませんし、落慶法要の支度もあり、多忙を極め
て「現場だより」が尻切れトンボの感はぬぐえ
ませんが、お許しください。
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落慶法要

落慶法要で芙蓉庵老大師
がとなえられた落慶の漢詩
【上】と新仏開眼の漢詩
【中左】です。
【中右】は、落慶法要当日
の予定を和尚様方に知らせ
る「告報」というもので、
読むお経や当日の流れがわ
かるようになっています。

左の表は、当日はご参列
くださった和尚様方の一覧
です。
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ご寄付の
まとめ

86,760,000 円

113,573,000 円

26,813,000 円

130.90%

408 名

一括 368 名

分割 40 名

寄付人数

達成率

寄付目標額

寄付人数内訳

寄付申込額

寄付超過額

仏像仏具寄付目標額 30,000,000 円

仏像仏具篤志寄付合計 32,595,000 円 108.7%

寄付超過額 2,595,000 円

この度の圓福寺伽藍再建に
際してお願いさせていただい
たご寄付については、「再建
だより」紙上にて逐次お知ら
せをさせていただきました。

今回が最後のご報告となり
ますが、再建工事ならびに仏
像仏具のどちらも目標額を越
えるご寄付をいただき、皆様
のご芳情に心より深謝申し上
げます。ご寄付をしていただ
いた方のご芳名は、すでにお
知らせの通り、本堂廊下に掲
示しておりますので、お参り
の折にでもご覧ください。

お寺といたしましては、今
後、借入金の返済が滞らない
ように務めてまいりたいと存
じます。

【注記】ご寄付のまとめについて

※ 寄付申込額は、信徒・寺院を合わせた額
となっております。

※ 寄付申込額の合計は、あくまでお申込み

いただいた額ですので 、収支報告書の

額とは差異があります。分割未収の分と、

お申込みいただいた後に故人となられて

実際にはご寄付がなされなかった場合、

お申込みいただいたのに失念された場
合などがあります。

※ 仏像仏具の篤志寄付についても 、同様

のことがございますので、収支報告書の

額とは差異がございますことをご理解く
ださい。

※ 「ご寄付のまとめ」は、ご寄付のお申し込

みの概要で、みなさまのお気持ちを数字

にしたもので、次ページの収支報告書は

実際の金額を集計したものとご理解いた
だければ幸いです。
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決算
ご報告

圓福寺伽藍再建工事収支報告書

宗教法人 圓福寺 代表役員 宮田 宗格
他役員一同

（単位：円）

科目 合計

【収入の部】

　　１、寄付・補助金収入 164,133,548

　　　(1)志願金収入 10,010,000

　　　(2)寄付金 144,123,548

　　　　信徒寄付金 107,098,548

　　　　寺院寄付金 4,880,000

　　　　仏像仏具寄付金 32,145,000

　　　(3)本山見舞金 10,000,000

　　２、法要収入 9,603,000

　　　(1)信徒志納金 4,603,000

　　　(2)寺院志納金 5,000,000

　　３、資産管理収入 3,334

　　　(1)受取利息・配当金収入 3,334
　　４、雑収入 15,270

　　５、伽藍再建特別会計繰入金収入 100,000,000

　　６、借入金収入 200,000,000

［収入の部 合計］ 473,755,152

【支出の部】

　　１、建設支出 433,825,036

　　　(1)建設工事費 406,860,960

　　　(2)設計監督料 26,873,848

　　　(3)接待費 0

　　　(4)会議費 1,814

　　　(5)雑費 88,414

　　２、法要支出 10,630,649

　　　(1)上棟式支出 924,387

　　　(2)落慶法要支出 9,484,999

　　　(3)雑費 221,263

　　３、本会計繰入金支出 991,335

　　４、資産取得支出 27,995,056

　　　(1)特別財産取得支出 6,194,074

　　　　本尊・影像その他取得支出 6,194,074

　　　(2)基本財産取得支出 21,800,982

　　　　什器備品取得支出 21,800,982

　　５、借入金返済支出 313,076

　　　(1)長期借入金返済支出 0

　　　(2)短期借入金利息返済支出 313,076

［支出の部 合計］ 473,755,152

※1

※2

※3

※4

※5

※1 信徒寄付金には、分割でご寄付お申込みの方の未収入金 1,190,000円は、含まれて

おりません。

※2 建築工事費には、建物の工事費だけでなく、見積もりに含まれていない外構工事や

庭の工事費が含まれております。

※3 収支差し引き残額は本会計に繰り入れております。

※4 本尊脇侍仏の文殊・普賢像は発注は済んでおりますので 、代金は計上してあります

が、仏像は未納入となっております。

※5 すでに借入金の返済は始まっておりますが、本会計から返済しておりますので、この

収支報告書には計上されておりません。
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編集後記

平成31年2月24日に無事落慶法要を円成させていただき、
その後の後始末やらが終わったら、再建工事ロスに陥
り・・・と言えば、さもありなんと言い訳には十分ですが、
そうではなく、慣れない新しい建物での行事のたびに戸惑い、
ばたばたと月日が過ぎてしまいました。

役員会で再建工事の会計を締めることと決まってから、会
計をまとめて、どのように皆さんにご報告をするかを考えて
いたら、落慶法要のビデオ上映会は行ったものの落慶法要の
まとめをしていなかったのではないかと、はたと気づき、落
慶法要と会計報告を一つにしようと取り掛かりました。進め
るにあたって、「再建だより」や寺報、ホームページなどを
ひっくり返していると、ホームページに「現場だより」とし
て掲載している工事の進捗を折々お知らせしているものがど
れほどの人の目に届いているのかと気になり、この「現場だ
より」も一緒にしようと思い立ちました。そこで、当初は数
ページのお知らせにするつもりが、30ページ以上の冊子に
なってしまいました。

例年だと春彼岸の法要、その後、幼稚園の卒園、新学期と
目まぐるしいのですが、幸いといったら語弊がありますが、
折からの新型コロナで幼稚園は5月連休まで休園の措置をと
り、世は非常事態で外出自粛でご法事も延期延期となり、寺
務所に引きこもり集中して編集作業に取り組むことができま
した。

この冊子を手に取られた皆さんには、伽藍の再建工事、落
慶法要の様子などを、ぱらぱらとめくっていただければ幸い
です。また、再建工事の収支も、役員さんに精査していただ
きましたので、ここにご報告させていただきます。
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圓福寺再建のご報告
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